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和洋女子大学紀要第50集によせて
和洋女子大学紀要委員会委員長　橋　詰　直　孝
　紀要が創刊されたのは50年前の1956年（昭和31年）です。当時の稗方弘毅学長は
創刊の序に次のように書いておられます。
『本学においては、家政学部、被服学科、生活学科、並に短期大学部国文科、家政科
の各部各学科別に分れて永い間着実な研究を続け、その時々に研究会を開いて自己の
研究を発表し、討論し、またはそれぞれ研究誌を発行して、その研究の結果を世に問
うて来たが、この度創立60年を記念して、大学紀要を創刊し、各自専門の研究成果
を発表する機会を得たことは、非常に欣快とするところである。
　元来、大学は教育の機関であると同時に研究の機関であるので、真に大学の使命を
果す為めには、教授者は常にそれぞれの分野において研究を怠らざるは勿論、学生に
対しても率先垂範研究的態度を養うよう指導しなければならぬ責任がある。此の点に
おいて私は機会あるごとに教授者に対して研究の奨励努めてきたのであるが、漸次研
究の機運が昂まつてきたことは喜びに耐えない。
　今回従来の研究成果の一部を纒めて発表することになつたが、執筆者におかれては
時日及び紙数に制限があつて、存分に論述することができず、満足せられ難いものが
あつたことと思ふが、その蘊蓄の一端を発表していただいたことは感謝に堪へないと
ころであると共に、これを機会にいよいよ本学の研究の盛んになつてゆくことを、念
願してやまない次第である。』
　この序文は紀要の指針と考えます。当時の紀要は１冊でしたが、第24集（昭和58年）
から家政系編と文系編の２冊となりました。
　今回第50集（平成21年）から元に戻し１冊とし、サイズはB５判からオフィシャ
ルサイズA４判としました。その目的は、紀要作製費の軽減と家政系と文系の研究全
体が１冊で読めることです。
　第50集からの新しい取組は原著論文に「査読」を採用しました。その理由は、以
前は紀要を研究業績からはずしていた審査機関が多かったのですが、近年、文部科学
省も「査読がある」の１項を入れれば業績として認めるようになったからです。
　先人達の努力の積み重ねにより、紀要が50年の歴史を持つようになりました。今
後もますます発展することを望んでおります。
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